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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 19日 (2006.9.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ と 、 こ の ハ ウ ジ ン グ に 軸 方 向 の 変 位 自 在 に 支 持 さ れ 、 軸 方 向 に 変 位 す る 事 で
操 舵 輪 に 舵 角 を 付 与 す る ラ ッ ク と 、 こ の ラ ッ ク に 対 し 捩 れ の 位 置 関 係 で 配 置 さ れ た 状 態 で
上 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 そ の 一 部 外 周 面 に 設 け た ピ ニ オ ン を 上 記 ラ ッ ク
と 噛 合 さ せ た 状 態 で 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト に よ り 回 転 駆 動 自 在 と さ れ た ピ ニ オ ン 軸 と 、
こ の ピ ニ オ ン 軸 に 回 転 方 向 の 補 助 力 を 付 与 す る 電 動 モ ー タ と を 備 え た 電 動 パ ワ ー ス テ ア リ
ン グ 装 置 に 於 い て 、 上 記 ピ ニ オ ン か ら 軸 方 向 に 外 れ た 円 筒 面 部 分 と 上 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 面
と の 間 に 存 在 す る 環 状 隙 間 の う ち 、 こ の ピ ニ オ ン と 上 記 ラ ッ ク と の 噛 合 に 基 づ い て 上 記 ピ
ニ オ ン 軸 が 撓 む 方 向 の 軸 方 向 一 部 に 位 置 す る 特 定 隙 間 部 分 の 径 方 向 に 関 す る 厚 さ 寸 法 を 、
こ の 特 定 隙 間 部 分 か ら 軸 方 向 に 外 れ た 部 分 で の 上 記 環 状 隙 間 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ く し た
事 を 特 徴 と す る 電 動 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ の 内 面 で 特 定 隙 間 部 分 に 対 応 す る 部 分 に 凸 部 を 設 け る 事 に よ り 、 こ の 特 定 隙
間 部 分 の 径 方 向 に 関 す る 厚 さ 寸 法 を こ の 特 定 隙 間 部 分 か ら 軸 方 向 に 外 れ た 部 分 で の 環 状 隙
間 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ く し た 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 電 動 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ピ ニ オ ン 軸 の 軸 方 向 に 離 隔 し た ２ 個 所 位 置 が ハ ウ ジ ン グ に 、 １ 対 の 転 が り 軸 受 に よ り 回
転 自 在 に 支 持 さ れ て お り 、 上 記 ピ ニ オ ン 軸 の う ち こ れ ら 両 転 が り 軸 受 の 間 で 特 定 隙 間 部 分
に 対 応 す る 位 置 と 、 上 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 面 と の 間 に バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 が 設 け ら れ て お り 、
こ の バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 の ラ ジ ア ル 隙 間 を 上 記 両 転 が り 軸 受 の ラ ジ ア ル 隙 間 よ り も 大 き く し
て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 電 動 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 が 、 転 が り 軸 受 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た 電 動 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ
装 置 。



【 ０ ０ １ ６ 】
　 又 、 本 発 明 を 実 施 す る 場 合 に 好 ま し く は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た 様 に 、 ピ ニ オ ン 軸 の 軸 方
向 に 離 隔 し た ２ 個 所 位 置 を ハ ウ ジ ン グ に 、 １ 対 の 転 が り 軸 受 に よ り 回 転 自 在 に 支 持 す る 。
又 、 上 記 ピ ニ オ ン 軸 の う ち こ れ ら 両 転 が り 軸 受 の 間 で 特 定 隙 間 部 分 に 対 応 す る 位 置 と 、 上
記 ハ ウ ジ ン グ の 内 面 と の 間 に バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 を 設 け る 。 そ し て 、 こ の バ ッ ク ア ッ プ 軸 受
の ラ ジ ア ル 隙 間 を 、 上 記 両 転 が り 軸 受 の ラ ジ ア ル 隙 間 よ り も 大 き く す る 。
　 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 上 記 ピ ニ オ ン 軸 に 加 わ る ト ル ク が 大 き く な り 、 こ の ピ ニ オ ン 軸 の
撓 み が 大 き く な っ た 場 合 に 、 上 記 バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 が 、 上 記 特 定 隙 間 部 分 で 上 記 ハ ウ ジ ン
グ の 内 面 と 上 記 ピ ニ オ ン 軸 の 外 周 面 と の 間 に 作 用 す る 摩 擦 を 低 減 す る 。 そ し て 、 据 え 切 り
等 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル か ら 上 記 ピ ニ オ ン 軸 に 加 え ら れ る ト ル ク が 大 き い 場 合 で も 、 こ
の ピ ニ オ ン 軸 を 回 転 さ せ る 為 に 要 す る ト ル ク が そ れ 以 上 大 き く な る 事 を 抑 え ら れ る 。 こ の
様 な バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 を 設 け た 場 合 で も 、 一 般 的 な 操 作 状 態 で 上 記 ピ ニ オ ン 軸 に 加 わ る ト
ル ク が 大 き く な ら ず 、 こ の ピ ニ オ ン 軸 の 撓 み が ゼ ロ 若 し く は 僅 少 の 場 合 に は 、 上 記 バ ッ ク
ア ッ プ 軸 受 の ラ ジ ア ル 隙 間 の 存 在 に よ り 、 こ の バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 の 構 成 部 材 に 大 き な 面 圧
が 加 わ る 事 は な い 。 従 っ て 、 こ の バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 の 耐 久 性 を 十 分 に 確 保 で き る 。
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 尚 、 上 記 円 筒 部 ２ １ の 内 周 面 に 設 け る バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 は 、

ニ ー ド ル 軸 受 や 玉 軸 受 等 の 転 が り 軸 受 と し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 転 が り 軸 受 の 外 輪
を 上 記 円 筒 部 ２ １ の 内 周 面 に 内 嵌 す る と 共 に 、 内 輪 を 上 記 ピ ニ オ ン 軸 １ １ ａ の 中 間 部 外 周
面 に 外 嵌 す る 。 凸 部 は 不 要 で あ る 。 又 、 ニ ー ド ル 軸 受 を 使 用 す る 場 合 に は 、 内 輪 を 省 略 し
て も 良 い 。 そ し て 、 上 記 転 が り 軸 受 の ラ ジ ア ル 隙 間 を 上 記 玉 軸 受 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ の ラ ジ ア
ル 隙 間 よ り も 大 き く す る 。 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 一 般 的 な 操 作 状 態 で 上 記 ピ ニ オ ン 軸 １ １
ａ に 加 わ る ト ル ク が 大 き く な ら ず 、 こ の ピ ニ オ ン 軸 １ １ ａ の 撓 み が ゼ ロ 若 し く は 僅 少 の 場
合 に は 、 上 記 転 が り 軸 受 の ラ ジ ア ル 隙 間 の 存 在 に よ り 、 こ の 転 が り 軸 受 の 軌 道 面 等 に 大 き
な 面 圧 が 加 わ る 事 を 防 止 し て 、 こ の 転 が り 軸 受 の 耐 久 性 を 確 保 で き る 。 そ の 他 の 構 成 及 び
作 用 は 、 前 述 し た 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 為 、 同 等 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 重 複 す る 説 明
を 省 略 す る 。
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又 、 こ の 様 な バ ッ ク ア ッ プ 軸 受 と し て 好 ま し く は 、 例 え ば 請 求 項 ４ に 記 載 し た 様 に 、 ニ
ー ド ル 軸 受 や 玉 軸 受 等 の 転 が り 軸 受 を 使 用 す る 事 が で き る 。 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 前 記 凸
部 が 不 要 に な る 。

例 え ば 請 求 項 ４ に 記 載 し た
様 に 、
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